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○議長（熊谷雅幸） おはようございます。 

ただいまの出席議員は９名であります。 

１番佐々木議員から欠席届が出されておりますので、御了承願います。 

これより、令和６年第２回蘭越町議会臨時会を開催いたします。 

た だ ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。  

説 明 出 席 者 に つ き ま し て は 、 名 簿 を お 手 元 に 配 布 し て い ま す の で 、 御 了

承 願 い ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。  

会 議 録 署 名 議 員 は 会 議 規 則 第 １ ２ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 ７ 番 難 波 議 員 、 ８

番 赤 石 議 員 を 指 名 い た し ま す 。  

 

○議長（熊谷雅幸） 日 程 第 ２ 、 会 期 の 決 定 を 議 題 と い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り 願 い ま す 。  

９ 番 栁 谷 議 員 。  

 

○ ９ 番 （ 栁 谷 要 ）  皆 さ ん お は よ う ご ざ い ま す 。  

令 和 ６ 年 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 臨 時 会 の 開 会 に 当 た り ま し て 、 議 会 運 営 委 員

会 の 決 定 事 項 を お 知 ら せ い た し ま す 。  

会 期 は 本 日 １ 日 間 と い た し ま す 。  

日 程 に つ き ま し て は 、 皆 様 に お 配 り し て お り ま す 日 程 表 の と お り 行 い た

い と 思 い ま す の で 、 議 長 よ り 、 よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど を お 願 い を い

た し ま す 。 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  お 諮 り し ま す 。  

た だ い ま 議 会 運 営 委 員 長 か ら お 諮 り の と お り 、 本 臨 時 会 の 会 期 は 、 本 日

１ 日 間 と い た し ま す 。 こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 会 期 は １ 日 間 と す る こ と に 決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ３ 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 説 明

を 願 い ま す 。  

金 町 長 。  
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○ 町 長 （ 金 秀 行 ）  お は よ う ご ざ い ま す 。  

第２回蘭越町議会臨時会を招集しましたところ、大変御多用の中、議員の皆

さん方の御出席をいただきまして、本臨時会が開催できますことを、まずもっ

てお礼を申し上げたいと存じます。 

第１回蘭越町議会定例会が開催されました、３月１８日以降の行政報告について

は、お手元に資料としてお配りしておりますが、詳細をお知らせしたい行事等に

ついて、口頭で報告を申し上げます。 

１ ペ ー ジ 、 ３ 月 ２ １ 日 、 木 曜 日 、 １ １ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 蘭 越 町 商

工 会 女 性 部 か ら 毎 年 恒 例 の 交 通 安 全 を 祈 願 し た 愛 の 鈴 １ ７ ０ 個 の 寄 贈 を 受

け ま し た 。  

こ の 活 動 は 、 昭 和 ５ ０ 年 か ら 続 く 歴 史 あ る 事 業 で 、 町 内 の 小 学 校 新 入 生

や 幼 稚 園 、 保 育 所 の 児 童 へ 送 ら さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

蘭 越 小 学 校 新 入 生 に は 、 商 工 会 女 性 部 の 皆 さ ん が 直 接 お 話 を さ せ て い た

だ き 、 お 渡 し を し て お り ま す 。  

３ 月 ２ ５ 日 、 月 曜 日 、 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 障 害 を 克 服 し て 自 立 活

動 に 励 ん で こ ら れ た 功 績 が 認 め ら れ 、 厚 生 労 働 大 臣 表 彰 を 受 賞 さ れ た 字 大

谷 に お 住 ま い の 古 舘 百 合 子 さ ん に 表 彰 状 の 伝 達 を 行 わ さ せ て い た だ き ま し

た 。  

２ ペ ー ジ 、 ３ 月 ２ ７ 日 、 水 曜 日 、 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 蘭 越 町 地 域

福 祉 計 画 策 定 委 員 会 会 長 難 波 修 二 さ ん か ら 、 第 ４ 次 蘭 越 町 地 域 福 祉 計 画 最

終 案 に 対 す る 答 申 を い た だ き ま し た 。  

こ の 計 画 は 、 地 域 住 民 主 体 の ま ち づ く り や 幅 広 い 地 域 住 民 の 参 加 を 基 本

と し て 、 住 民 の 生 活 全 般 に わ た る 福 祉 向 上 を 図 る こ と を 目 標 と し て 策 定 を

さ れ て お り ま す 。 計 画 の 期 間 は 、 令 和 １ １ 年 度 ま で の ６ 年 間 の 計 画 と な っ

て お り ま す 。  

３ 月 ２ ９ 日 、 金 曜 日 、 １ １ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は 昭 和 ４ ７ 年 １ ０ 月 か

ら ５ １ 年 ５ か 月 の 長 き に わ た り 蘭 越 診 療 所 の 医 師 と し て 、 高 齢 者 か ら 乳 幼

児 ま で 、 町 民 の 保 健 衛 生 、 健 康 管 理 に 多 大 な る 御 尽 力 を い た だ き ま し た 高

階 日 出 男 医 師 に 対 し 、 町 か ら 感 謝 状 を 贈 呈 を さ せ て い た だ き ま し た 。  

３ 月 ３ ０ 日 、 土 曜 日 、 １ ６ 時 か ら 、 こ の 日 は 商 工 会 設 立 ６ ０ 周 年 記 念 、

女 性 部 設 立 ５ ０ 周 年 記 念 式 典 が 執 り 行 わ れ 、御 案 内 を い た だ き ま し た の で 、

お 祝 い の 御 挨 拶 を 申 し 上 げ て お り ま す 。  

当 日 は 、 熊 谷 議 長 を は じ め 、 議 員 の 皆 様 、 牧 野 後 志 管 内 商 工 会 連 合 会 会

長 も 御 臨 席 さ れ 、 後 志 管 内 商 工 会 関 係 者 ９ ６ 名 の 御 出 席 の も と 挙 行 を さ れ

ま し た 。  
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ま た 、 式 典 後 に は 祝 賀 会 も 行 わ れ 、 終 始 和 や か な 式 典 で ご ざ い ま し た 。  

４ 月 ３ 日 、 水 曜 日 、 午 後 ３ 時 か ら 、 こ の 日 は 今 年 度 蘭 越 町 に 赴 任 し て こ

ら れ た 教 職 員 へ の 辞 令 交 付 式 に 御 案 内 を い た だ き 、 歓 迎 の 御 挨 拶 を し て お

り ま す 。  

今 年 度 は 、 蘭 越 中 学 校 の 校 長 先 生 を は じ め 、 １ ０ 名 の 教 職 員 が 蘭 越 町 内

の 小 ・ 中 学 校 に 着 任 さ れ て お り ま す 。  

私 か ら は 、 恵 ま れ た 環 境 の 中 で 、 子 ど も た ち へ の 指 導 は も ち ろ ん 、 教 職

員 の 皆 さ ん が 地 域 で も 御 活 躍 さ れ る こ と を お 願 い を し た と こ ろ で ご ざ い ま

す 。  

５ ペ ー ジ 、 ５ 月 ２ 日 、 木 曜 日 、 １ ７ 時 か ら 、 こ の 日 は 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町

役 場 職 員 交 通 事 故 防 止 早 期 大 会 を 開 催 し て お り ま す 。  

２ ３ 回 目 の 開 催 と な っ た 総 決 起 大 会 に は 、 倶 知 安 警 察 署 丹 羽 署 長 を は じ

め 、 倶 知 安 警 察 署 加 藤 交 通 課 長 、 蘭 越 ・ 昆 布 ・ 港 駐 在 所 警 察 官 、 交 通 安 全

協 会 の 志 比 川 会 長 の 御 臨 席 を 賜 り 、 ６ ０ 名 が 参 加 を い た し ま し た 。  

総 決 起 大 会 で は 、 職 員 決 議 と 大 会 宣 言 を 行 い 、 役 場 職 員 の 交 通 安 全 に 対

す る 意 識 を 深 め る と と も に 、 交 通 事 故 の 撲 滅 に 向 け て の 誓 い を 新 た に い た

し ま し た 。  

５ 月 ９ 日 、 木 曜 日 、 １ ０ 時 ３ ０ 分 か ら 、 こ の 日 は さ け ・ ま す 資 源 の 増 大

を 祈 念 し 、 令 和 ６ 年 度 さ け ・ ま す 放 流 式 を 、 字 三 笠 の 尻 別 さ け ・ ま す 事 業

所 蘭 越 施 設 で 実 施 を い た し ま し た 。  

放 流 式 に は 、 猪 口 後 志 総 合 振 興 局 長 、 同 今 泉 産 業 振 興 部 長 、 洞 内 国 立 研

究 所 開 発 法 人 水 産 研 究 教 育 機 構 水 産 資 源 研 究 所 尻 別 さ け ・ ま す 事 業 所 長 、

熊 谷 蘭 越 町 議 会 議 長 、 赤 石 経 済 建 設 常 任 委 員 長 を は じ め 、 １ ６ 名 の 御 出 席

を い た だ い て 挙 行 し 、 サ ク ラ マ ス 稚 魚 の 放 流 を 行 い ま し た 。  

ま た 、 放 流 式 終 了 後 、 蘭 越 小 学 校 ２ 年 生 １ ８ 名 の 参 加 を い た だ き 、 稚 魚

の 放 流 体 験 学 習 を 実 施 を い た し ま し た 。  

参 加 し た 児 童 は 、 さ け ・ ま す 事 業 所 職 員 の 説 明 に 対 し 真 剣 に 耳 を 傾 け 、

稚 魚 の 放 流 を 行 う な ど 、 貴 重 な 体 験 学 習 と な っ た こ と と 思 い ま す 。  

次 に 、 育 苗 施 設 の 運 営 状 況 に つ い て 御 報 告 を 申 し 上 げ ま す 。  

育 苗 施 設 の 播 種 作 業 は 、昨 年 と 同 日 ４ 月 １ ２ 日 に 開 始 を し て お り ま し て 、

私 が 上 京 中 の た め 、 作 業 開 始 に 当 た り 、 山 内 副 町 長 を 代 理 と し て 、 育 苗 施

設 運 営 委 員 会 の 中 井 委 員 長 さ ん の 御 出 席 の も と 健 苗 マ ッ ト の 出 荷 と 操 業 の

安 全 を 祈 願 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 年 の 利 用 戸 数 は ５ ９ 戸 、 供 給 マ ッ ト 数 は 、 中 苗 マ ッ ト は １ ８ 万 １ ， １

６ ２ 枚 で 、 面 積 換 算 で ５ １ ７ ヘ ク タ ー ル 、 密 苗 マ ッ ト は １ 万 ７ ， １ ７ ０ 枚
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で 、面 積 換 算 で １ １ ５ ヘ ク タ ー ル 、合 計 で マ ッ ト 数 は １ ９ 万 ８ ，３ ３ ２ 枚 、

面 積 換 算 で ６ ３ ２ ヘ ク タ ー ル で ご ざ い ま す 。  

出 荷 で ご ざ い ま す が 、 中 苗 マ ッ ト は １ ４ 日 か ら 始 ま り 、 ２ ７ 日 に 終 え て

ご ざ い ま す 。 密 苗 マ ッ ト に つ い て は 、 ５ 月 ２ 日 ま で に 出 荷 を 終 了 し て ご ざ

い ま す 。  

出 荷 し て い る 苗 の 生 育 で ご ざ い ま す が 、 職 員 が 巡 回 確 認 を し て お り ま し

て 、 生 育 は 順 調 と の 報 告 を 受 け て い る と こ ろ で 、 豊 穣 の 秋 に つ な が る こ と

を 念 じ 、 育 苗 施 設 の 運 営 状 況 に つ い て の 行 政 報 告 を 終 わ ら せ て い た だ き ま

す 。  

次 に 、 本 日 提 案 い た し ま す 議 案 の 提 案 理 由 の 大 綱 に つ い て 御 説 明 を 申 し

上 げ ま す 。  

議 案 第 １ 号 は 、 蘭 越 町 名 誉 町 民 の 推 薦 に つ き 議 決 を お 願 い す る も の で ご

ざ い ま す 。  

３ 月 末 で 退 任 さ れ た 蘭 越 診 療 所 院 長 と し て 高 階 日 出 男 医 師 を 蘭 越 町 名 誉

町 民 に 関 す る 条 例 に よ り 、 名 誉 町 民 に 推 薦 す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ２ 号 に つ き ま し て は 、 蘭 越 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 議 決

を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

地 方 税 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い ま し て 、 蘭 越 町 税 条 例 に つ

い て も 所 要 の 改 正 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 条 例 の 一 部 を 改 正 さ せ て い た だ

く も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ３ 号 に つ い て は 、 蘭 越 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 の 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

地 方 税 法 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、国 民 健 康 保 険 制 度 維 持 を 目 的 と し て 、

国 民 健 康 保 険 税 の 限 度 額 の 見 直 し と 所 要 の 改 正 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 条

例 の 一 部 を 改 正 さ せ て い た だ く も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ４ 号 に つ い て は 、 蘭 越 町 営 住 宅 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の

議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

昆 布 Ｂ 団 地 、 平 成 ８ 年 度 棟 へ の 下 水 道 接 続 工 事 実 施 に よ り 、 下 水 道 整 備

住 宅 と な っ た こ と か ら 、 住 宅 使 用 料 が 変 更 と な る た め 、 条 例 の 一 部 を 改 正

さ せ て い た だ く も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ５ 号 に つ い て は 、 農 村 研 修 セ ン タ ー 建 設 建 築 主 体 工 事 請 負 契 約 の

締 結 に つ い て 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

農 村 研 修 セ ン タ ー 建 設 建 築 主 体 工 事 は 、 ４ 月 ２ ６ 日 、 午 後 １ 時 か ら 指 名

競 争 入 札 を 執 行 し 、 金 額 １ 億 ２ ， ４ ８ ５ 万 で 、 横 関 ・ テ ク ノ バ ン ハ ウ ス 経

常 建 設 共 同 企 業 体 、 代 表 者 横 関 建 設 工 業 株 式 会 社 、 代 表 取 締 役 社 長 柏 谷 匡
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胤 を 契 約 の 相 手 方 と し て 、 工 事 請 負 契 約 の 締 結 を い た し た く 、 議 決 を お 願

い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ６ 号 か ら 第 １ ０ 号 に つ い て は 、 動 産 の 取 得 に つ い て 議 決 を お 願 い

す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ６ 号 に つ い て は 、 じ ん 芥 収 集 車 １ 台 を 取 得 す る も の で ご ざ い ま し

て 、 随 意 契 約 に よ り 金 額 １ ， ９ ７ ８ 万 ４ ， ８ １ ０ 円 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資

金 組 合 を 通 じ て 購 入 す る も の で ご ざ い ま す 。  

こ の じ ん 芥 収 車 １ 台 の 購 入 に つ き ま し て は 、 条 例 の 規 定 に よ り 議 決 を お

願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ７ 号 に つ い て は 、 ス ク ー ル バ ス ４ ５ 人 乗 り １ 台 を 取 得 す る も の で

ご ざ い ま し て 、 指 名 競 争 入 札 に よ り 、 金 額 ２ ， ２ ２ ８ 万 ６ ６ ０ 円 で 、 北 海

道 日 野 自 動 車 株 式 会 社 小 樽 支 店 、 支 店 長 大 原 和 幸 を 契 約 の 相 手 方 と し て 購

入 契 約 の 締 結 を い た し た く 、 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ８ 号 に つ い て は 、給 食 配 送 車 １ 台 を 取 得 す る も の で ご ざ い ま し て 、

随 意 契 約 に よ り 、 金 額 ８ ７ ８ 万 １ ， ３ ０ ０ 円 で 、 ト ヨ タ カ ロ ー ラ サ ッ ポ ロ

株 式 会 社 倶 知 安 店 、 店 長 田 村 英 司 を 契 約 の 相 手 方 と し て 購 入 契 約 の 締 結 を

い た し た く 、 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 ９ 号 に つ い て は 、 ホ イ ー ル 式 油 圧 シ ョ ベ ル １ 台 を 取 得 す る も の で

あ り ま し て 、 随 意 契 約 に よ り 金 額 ２ ， ７ ０ ６ 万 円 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金

組 合 を 通 じ て 購 入 す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 １ ０ 号 に つ い て は 、 小 型 ロ ー タ リ ー 除 雪 車 １ 台 を 取 得 す る も の で

あ り ま し て 、 随 意 契 約 に よ り 金 額 １ ， ４ ５ ２ 万 円 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金

組 合 を 通 じ て 購 入 す る も の で ご ざ い ま す 。  

こ の ホ イ ー ル 式 油 圧 シ ョ ベ ル １ 台 、 小 型 ロ ー タ リ ー 除 雪 車 １ 台 の 購 入 に

つ い て は 、 条 例 の 規 定 に よ り 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

議 案 第 １ １ 号 に つ い て は 、 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 第 １ 号 で

ご ざ い ま す が 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ ， ０ ３ ３ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 を お 願

い す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 出 の 主 な 内 容 で す が 、 総 務 費 で は 、 蘭 越 町 再 エ ネ 設 備 導 入 可 能 性 調 査

等 事 業 委 託 料 ３ ， ９ ２ ７ 万 円 な ど を 合 わ せ ま し て ４ ， ２ ８ ４ 万 ５ ， ０ ０ ０

円 の 追 加 。 農 林 水 産 業 費 で は 、 ら ん こ し 米 ブ ラ ン ド 化 ・ 販 路 拡 大 業 務 委 託

料 １ ９ ２ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 。 商 工 費 で は 、 修 繕 料 、 ガ ス 給 湯 器 取 替 修

理 １ ７ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 な ど を 合 わ せ ま し て ２ ０ ８ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円 の 追 加 。

教 育 費 で は 、修 繕 料 、総 合 運 動 公 園 野 球 場 ス コ ア ボ ー ド 基 盤 装 置 修 理 ほ か 、

３ １ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 な ど を 合 わ せ ま し て ３ ４ ７ 万 ８ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 す
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る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ い て は 、 エ ネ ル ギ ー 構 造 高 度 化 ・ 転 換 理 解 促 進 事 業 補 助 金 、 合

わ せ ま し て ４ ， １ １ ９ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 、 前 年 度 繰 越 金 ７ ０ ９ 万 １ ， ０ ０ ０

円 、 建 物 災 害 共 済 金 ２ ０ ４ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 な ど を 合 わ せ ま し て 、 歳 入 総 額

５ ， ０ ３ ３ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 を 充 当 す る も の で ご ざ い ま す 。  

な お 、 詳 細 に つ い て は 、 議 案 説 明 の と き に 担 当 課 長 か ら 説 明 を い た し ま

す 。  

以 上 で 、 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱 の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御

審 議 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 、 町 長 の 行 政 報 告 及 び 提 案 理 由 の 大 綱

説 明 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ４ 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 名 誉 町 民 の 推 薦 に つ き

議 決 を 求 め る こ と に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

金 町 長  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 名 誉 町 民

の 推 薦 に つ き 議 決 を 求 め る こ と に つ い て 、 御 説 明 を 申 し 上 げ ま す 。  

被 推 薦 者 、 高 階 日 出 男 氏 は 、 昭 和 ４ ７ 年 １ ０ 月 か ら 本 年 ３ 月 末 ま で 、 ５

１ 年 ６ か 月 に わ た り 、 蘭 越 診 療 所 院 長 と し て 長 期 に 及 ぶ 蘭 越 町 の 嘱 託 医 、

ま た 学 校 医 と し て 、 町 民 の 診 療 及 び 健 康 管 理 に 誠 心 誠 意 御 尽 力 を い た だ き

ま し た 。  

こ の 間 に 、 本 町 の 医 療 発 展 に 貢 献 さ れ た 功 労 は 誠 に 偉 大 で あ り 、 郷 土 の

誇 り と し て 、 町 民 か ら 深 い 尊 敬 を 集 め て い る 高 階 日 出 男 氏 は 、 蘭 越 町 名 誉

町 民 へ の 推 薦 に 十 分 値 す る も の と 存 じ ま す 。  

つ い て は 、 高 階 氏 を 蘭 越 町 名 誉 町 民 に 関 す る 条 例 第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き

ま し て 、 議 員 の 皆 さ ん の 議 決 を い た だ き 、 同 氏 に 名 誉 町 民 の 称 号 を 贈 り た

い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く 御 審 議 の ほ ど を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ 号 蘭 越 町 名 誉 町 民 の 推 薦 に つ き 議 決 を 求 め る こ と に

つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ５ 、 議 案 第 ２ 号 蘭 越 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 名 越 税 務 課 長 。  

 

〇 税 務 課 長 （ 名 越 義 博 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ２ 号 蘭 越 町 税

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

今 回 の 改 正 理 由 は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 令 和 ６ 年 ２ 月 ２

１ 日 及 び ３ 月 ３ ０ 日 に 公 布 さ れ ま し た こ と に よ り 、 蘭 越 町 税 条 例 に つ き ま

し て も 、 所 要 の 改 正 が 必 要 で あ り ま す こ と か ら 、 条 例 の 一 部 改 正 を お 願 い

す る も の で ご ざ い ま す 。  

今 回 の 主 な 改 正 は 、 令 和 ６ 年 度 能 登 半 島 地 震 に 係 る 雑 損 控 除 等 の 特 例 の

規 定 の 創 設 、 令 和 ６ 年 度 分 の 個 人 住 民 税 の 特 別 税 額 控 除 の 創 設 、 固 定 資 産

税 の 土 地 に 係 る 特 例 措 置 の 延 長 、 バ イ オ マ ス 発 電 設 備 、 ま ち な か 創 出 に 係

る 固 定 資 産 税 の わ が ま ち 特 例 の 創 設 、 町 民 税 ・ 固 定 資 産 税 ・ 特 別 土 地 保 有

税 の 減 免 に お い て 、 職 権 に よ る 減 免 を 可 能 と す る 規 定 の 追 加 に よ る 改 正 な

ど で ご ざ い ま す 。  

参 考 資 料 ① 、 蘭 越 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 概 要 に よ り 御 説 明 申

し 上 げ ま す が 、 今 回 の 改 正 に 伴 う 施 行 年 月 日 に つ き ま し て は 、 備 考 欄 に よ

る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 法 令 及 び 条 例 改 正 に 伴 う 条 項 や 文 言 の 整 理 に つ き ま し て は 、 説 明

を 省 略 さ せ て い た だ き ま す 。  

そ れ で は 、 参 考 資 料 １ ペ ー ジ を 御 覧 願 い ま す 。  

第 ３ ３ 条 の １ は 、 寄 附 金 税 額 控 除 に 関 す る 規 定 で 、 公 益 信 託 制 度 の 改 正
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に 伴 う 所 得 税 法 の 規 定 の 見 直 し に よ る 規 定 の 整 備 で あ り 、 公 益 信 託 に 関 す

る 法 律 の 施 行 の 日 の 属 す る 年 の 翌 年 の １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る も の で す 。  

第 ５ ０ 条 は 、 町 民 税 の 減 免 に 関 す る 規 定 で 、 災 害 時 を 想 定 し 、 申 請 に よ

ら ず 職 権 に よ り 減 免 を 可 能 と す る 規 定 の 追 加 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か

ら 適 用 す る も の で す 。  

第 ５ ５ 条 は 、 固 定 資 産 税 の 非 課 税 の 規 定 の 適 用 を 受 け よ う と す る 者 が す

べ き 申 告 に 関 す る 規 定 で 、 私 立 学 校 法 の 改 正 に 伴 う 規 定 の 整 備 で あ り 、 令

和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る も の で す 。  

第 ７ ０ 条 、 固 定 資 産 税 の 減 免 、 第 １ ３ ８ 条 の ３ 、 特 別 土 地 保 有 税 の 減 免

に 関 す る 規 定 は 、 第 ５ ０ 条 、 町 民 税 の 減 免 と 同 様 、 災 害 時 を 想 定 し 、 申 請

に よ ら ず 職 権 に よ り 減 免 を 可 能 と す る 規 定 の 追 加 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １

日 か ら 適 用 す る も の で す 。  

附 則 第 ４ 条 の ２ 、公 益 法 人 等 に 係 る 町 民 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 規 定 で 、

公 益 信 託 制 度 の 改 正 に 伴 う 、 単 に 課 税 標 準 額 の 計 算 、 み な し 課 税 を 定 め る

も の で あ る こ と か ら 削 除 す る も の で あ り 、 公 益 信 託 に 関 す る 法 律 の 施 行 の

日 の 属 す る 年 の 翌 年 の １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る も の で す 。  

附 則 第 ５ 条 の ２ は 、 令 和 ６ 年 度 能 登 半 島 地 震 災 害 に 係 る 雑 損 控 除 額 等 の

特 例 に 関 す る 規 定 で 、 令 和 ６ 年 度 分 の 個 人 町 民 税 、 令 和 ５ 年 分 所 得 に お い

て 、 損 失 の 金 額 を 雑 損 控 除 の 適 用 対 象 と す る こ と が で き る 規 定 の 創 設 で あ

り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る も の で す 。  

２ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。  

附 則 第 ６ 条 は 、 特 定 一 般 用 医 薬 品 等 購 入 費 を 支 払 っ た 場 合 の 医 療 費 控 除

の 特 例 に 関 す る 規 定 で 、 法 律 改 正 に 伴 う 規 定 の 整 備 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月

１ 日 か ら 施 行 す る も の で す 。  

附 則 第 ７ 条 の ５ 、 令 和 ６ 年 度 分 の 個 人 の 町 民 税 の 特 別 税 額 控 除 か ら 附 則

第 ７ 条 の ７ 、 令 和 ６ 年 度 分 の 公 的 年 金 等 に 係 る 個 人 の 町 民 税 に 係 る 町 民 税

に 関 す る 特 例 に 関 す る 規 定 は 、令 和 ６ 年 度 分 の 個 人 住 民 税 の 特 別 税 額 控 除 、

い わ ゆ る 定 額 減 税 に 係 る 規 定 の 創 設 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す

る も の で す 。  

な お 、 特 別 税 額 控 除 に つ き ま し て は 、 前 年 の 合 計 所 得 金 額 が １ ， ８ ０ ５

万 円 以 下 、 給 与 収 入 で ２ ， ０ ０ ０ 万 円 以 下 の 個 人 住 民 税 所 得 割 の 納 税 義 務

者 が 対 象 と な り 、 納 税 者 及 び 配 偶 者 を 含 め た 扶 養 家 族 １ 名 に つ き 、 令 和 ６

年 度 分 の 個 人 住 民 税 １ 万 円 が 減 税 と な り ま す 。  

こ の 措 置 に よ る 個 人 住 民 税 の 減 収 額 は 、 地 方 特 例 交 付 金 に よ り 全 額 国 費

で 補 填 さ れ ま す 。  
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附 則 第 ７ 条 の ８ は 、 令 和 ７ 年 度 分 の 個 人 の 町 民 税 の 特 別 税 額 控 除 に 関 す

る 規 定 で 、 令 和 ７ 年 度 分 の 個 人 住 民 税 の 特 別 税 額 控 除 に 係 る 対 象 を 、 控 除

対 象 配 偶 者 以 外 の 同 一 世 帯 性 生 計 配 偶 者 と 規 定 す る も の で 、 令 和 ６ 年 ４ 月

１ 日 か ら 適 用 す る も の で す 。  

附 則 第 ８ 条 は 、 肉 用 牛 の 売 却 に よ る 事 業 所 得 に 係 る 町 民 税 の 課 税 の 特 例

に 関 す る 規 定 で 、 特 別 税 額 控 除 の 算 定 に 用 い る 所 得 割 の 額 に つ い て 、 適 用

後 の も の と な る よ う 読 み 替 え 規 定 の 追 加 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適

用 す る も の で す 。  

附 則 第 １ ０ 条 の ２ は 、 法 附 則 第 １ ５ 条 第 ２ 項 第 １ 号 等 の 条 例 で 定 め る 割

合 、 い わ ゆ る わ が ま ち 特 例 の 規 定 で ご ざ い ま し て 、 法 律 改 正 に 伴 う 規 定 の

創 設 で あ り 、 第 １ ４ 項 で は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 施 設 の う ち 、 一 定 の

バ イ オ マ ス 発 電 設 備 に 係 る 課 税 標 準 額 の 特 例 措 置 で 、 特 例 割 合 を ７ 分 の ６

と す る 規 定 で あ り 、 第 ２ ４ 項 で は 、 居 心 地 が 良 く 歩 き た く な る ま ち な か 創

出 、 一 体 型 滞 在 快 適 性 等 向 上 事 業 に 係 る 課 税 標 準 の 特 例 措 置 で 、 特 例 割 合

を ２ 分 の １ と す る 規 定 の 創 設 と 、 こ れ に 伴 う 条 項 の ず れ に よ る 規 定 の 整 備

で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る も の で す 。  

３ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。  

附 則 第 １ ０ 条 の ３ は 、 新 築 住 宅 に 対 す る 固 定 資 産 税 の 減 額 の 規 定 の 適 用

を 受 け よ う と す る 者 が す べ き 申 告 に 関 す る 規 定 で 、 新 築 の 認 定 長 期 優 良 住

宅 に 係 る 特 例 に つ い て 、 申 告 書 の 提 出 が な い 場 合 で も 、 一 定 の 要 件 に 該 当

す る と 認 め ら れ る 場 合 に は 特 例 を 適 用 で き る こ と と す る 規 定 の 創 設 と 、 こ

れ に 伴 う 条 項 の ず れ に よ る 規 定 の 整 備 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用

す る も の で す 。  

附 則 第 １ １ 条 、 土 地 に 対 し て 課 す る 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 ８ 年 度 ま で の 各

年 度 分 の 固 定 資 産 税 の 特 例 に 関 す る 用 語 の 意 義 か ら 、 附 則 第 １ ３ 条 、 農 地

に 対 し て 課 す る 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 ８ 年 度 ま で の 各 年 度 分 の 固 定 資 産 税 に

関 す る 規 定 は 、 固 定 資 産 評 価 替 え に 伴 う 年 度 更 新 で 、 土 地 ・ 家 屋 に つ い て

は ３ 年 に １ 回 、 評 価 替 え を 行 い 、 価 格 を 反 映 さ せ る た め 、 土 地 に 関 す る 特

例 を ３ 年 間 延 長 す る 規 定 の 整 備 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る も

の で す 。  

附 則 第 １ ５ 条 は 、 特 別 土 地 保 有 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 規 定 で 、 固 定 資

産 評 価 替 え に 伴 う 改 正 に よ る 規 定 の 整 備 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適

用 す る も の で す 。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 願 い ま す 。  

附 則 第 １ ６ 条 の ３ 、 上 場 株 式 等 に 係 る 配 当 所 得 等 に 係 る 町 民 税 の 課 税 の
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特 例 か ら 、 附 則 第 ２ ０ 条 の ３ 、 条 約 適 用 利 子 等 及 び 条 約 適 用 配 当 等 に 係 る

個 人 の 町 民 税 の 課 税 の 特 例 に 関 す る 規 定 は 、 特 別 税 額 控 除 の 対 象 と な る 所

得 割 の 額 の 読 み 替 え 規 定 の 追 加 で あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る も

の で す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 を お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

 １ ０ 番 永 井 議 員 。  

 

〇 １ ０ 番 （ 永 井 浩 ）  １ ０ 番 で す 。  

ち ょ っ と 分 か ら な い の で 詳 し く ち ょ っ と 教 え て い た だ き た い 。 こ れ 、 結

構 、 町 民 対 象 に な る 方 が い る と 思 う の で 、 詳 し く 教 え て ほ し い ん で す が 、

資 料 の ２ ペ ー ジ の 個 人 住 民 税 の 一 番 上 の 附 則 第 ６ 条 、 特 定 一 般 医 療 医 薬 品

等 購 入 費 を 払 っ た 場 合 の 医 療 費 控 除 の 特 例 な ん で す け ど も 、 こ れ 、 ち ょ っ

と 詳 し く ど う い う こ と な の か 、 ち ょ っ と 教 え て い た だ き た い ん で す が 。  

 

〇 税 務 課 長 （ 名 越 義 博 ）  永 井 議 員 の 御 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

こ の 附 則 第 ６ 条 の 改 正 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で も あ っ た も の の 読 み 替

え 規 定 で は あ る ん で す け れ ど も 、 能 登 半 島 地 震 の で す ね 、 条 項 等 の 変 更 に

よ っ て 、 能 登 半 島 地 震 の 部 分 、 一 般 で あ り ま す と 令 和 ６ 年 度 で す ね 、 ６ 年

度 で な け れ ば 、 ６ 年 度 も 控 除 の 対 象 と す る 、 一 般 で あ れ ば ６ 年 で は な く て

で す ね 、７ 年 か ら 対 象 と な る ん で す け ど も 、能 登 半 島 地 震 の 関 係 上 で す ね 、

１ 年 繰 り 上 げ る よ う な か た ち で で す ね 、 認 め る と い う こ と で あ り ま す 。 以

上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  １ ０ 番 永 井 議 員 。  

 

〇 １ ０ 番 （ 永 井 浩 ）  制 度 と し て は 変 わ ら な い 、 た だ 移 行 期 間 が ち ょ っ と

手 前 に 戻 っ て き ま し た よ っ て い う こ と だ け な ん で す ね 。 わ か り ま し た 。 あ

り が と う ご ざ い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

 ７ 番 難 波 議 員 。  
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〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  は い 。 ７ 番 で す 。  

同 じ ２ ペ ー ジ で 、 た だ い ま の 質 問 の 次 の と こ ろ で す ね 、 個 人 住 民 税 の 特

別 税 額 控 除 と い う こ と で 、 そ う い う 制 度 を 設 け る と い う こ と で 、 こ れ に よ

っ て そ の 本 町 の 場 合 、 ど の 程 度 対 象 に な る か と い う と こ ろ を ち ょ っ と お 聞

き し た い ん で す け れ ど も 。 前 年 度 合 計 所 得 金 額 が １ ， ８ ０ ５ 万 円 以 下 の 人

に つ い て は 、６ 年 分 の 個 人 住 民 税 が １ 万 円 の 減 税 を し ま す よ と い う こ と で 、

ち ょ っ と 、 非 常 に ス ポ ッ ト の 当 た る と こ ろ だ と 思 う ん で す け ど も 、 こ の 対

象 に な る 、 も し 、 試 算 を し て い れ ば で す ね 、 ど の 程 度 の 方 が 対 象 に な る か

と い う こ と を ち ょ っ と お 知 ら せ し て く だ さ い  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  名 越 税 務 課 長 。  

 

〇 税 務 課 長 （ 名 越 義 博 ）  難 波 議 員 の 御 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

こ れ に つ き ま し て は 、 ま だ 町 民 税 が 額 は 確 定 し て お り ま せ ん け ど も 、 予

算 上 で で す ね 、 特 別 、 予 算 委 員 会 に お い て も お 話 が あ っ た と 思 う ん で す け

ど も 、 額 的 に は １ ， ８ ０ ０ 万 と い う こ と に な り ま す 。  

た だ 、 世 帯 等 に つ き ま し て は 、 予 算 上 で 試 算 し ま し た と こ ろ で す ね 、 町

民 税 分 、 あ と 道 民 税 と 町 民 税 一 括 徴 収 で 住 民 税 が 課 税 に な り ま す の で 、 そ

の 分 、 １ 万 円 の う ち ６ ， ０ ０ ０ 円 分 と い う こ と が 、 町 民 税 の 方 の 対 象 に な

り ま す の で 、 ６ ， ０ ０ ０ 円 掛 け る 約 ３ ， ０ ０ ０ 人 と 試 算 し て お り ま し て 、

合 計 で １ 億 １ ， ８ ０ ０ 万 円 と い う こ と で 試 算 し て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ７ 番 難 波 議 員 。  

 

〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  は い 。 こ の へ ん は ち ょ っ と お 知 ら せ を ね 、 し っ か り

し た ほ う が い い ん じ ゃ な い か な と 。 非 常 に 大 多 数 の 方 に １ 万 円 の 減 税 が あ

り ま す よ と い う こ と は 、 非 常 に 大 き な こ と だ と 思 う ん で す よ ね 。  

で す か ら 、 税 務 課 の 場 合 、 な か な か そ う い う 広 報 的 な こ と が 、 直 接 町 民

に お 知 ら せ す る こ と は な い と 思 う ん で す け ど も 、 こ う い う １ 万 円 の 減 税 が

あ る よ と 、 し か も ３ ， ０ ０ ０ 人 の 方 が 対 象 に な る っ て い う の は 非 常 に 大 き

な こ と だ と 思 う ん で 、 是 非 、 お 知 ら せ 等 に つ い て で す ね 、 配 慮 さ れ た ほ う

が い い か な と 思 い ま す の で 、 御 検 討 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  名 越 税 務 課 長 。  
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〇 税 務 課 長 （ 名 越 義 博 ）  定 額 減 税 、 い わ ゆ る 定 額 減 税 で す け れ ど も 、 こ

れ に つ き ま し て は 、 今 後 で す ね 、 議 員 言 わ れ た と お り で す ね 、 大 き な 影 響

が あ る と い う こ と も あ り ま す の で 、 広 報 と か で す ね 、 ち ょ っ と 内 部 で 検 討

し な が ら で す ね 、 ち ょ っ と 広 報 活 動 に 力 を ち ょ っ と 入 れ て い き た い と 思 い

ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ２ 号 蘭 越 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 採 決 い た し

ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ６ 、 議 案 第 ３ 号 蘭 越 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 名 越 税 務 課 長 。  

 

〇 税 務 課 長 （ 名 越 義 博 ）  ただいま上程されました、議案第３号蘭越町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例につきまして、御説明申し上げます。 

今回の改正理由は、地方税法施行令等の一部を改正する法律が、令和６年３月

３０日に公布されましたことにより、蘭越町国民健康保険税条例につきましても、

所要の改正が必要でありますことから、条例の一部改正をお願いするものでござ

います。 

今回の主な改正は、令和６年度税制改正により、国民健康保険の後期高齢者支

援金等課税額に係る課税限度額が引き上げられましたが、現行の法定限度額と５

万円かい離しており、本町の国保制度の維持と国保財政の安定を図るため、国民
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健康保険税の賦課区分の限度額の改正、減額措置に係る法定軽減判定所得の基準

額の改正でございます。 

参考資料②、蘭越町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の概要により、

御説明申し上げますが、今回の改正に伴う施行年月日につきましては、備考欄に

よるものでございます。また、法令及び条例改正に伴う条項につきましては、説

明を省略させていただきます。 

それでは、参考資料１ページを御覧願います。 

 第２条は、課税額についての規定でございまして、第２項中、基礎課税額の限

度額を６３万円から２万円引き上げ６５万円に、また、第３項中、後期高齢者支

援金等課税額の限度額を２１万円から１万円引き上げ２２万円に、第４項中、介

護納付金課税額の限度額を１５万円から２万円引き上げ１７万円に改め、全体で

は５万円の引き上げを行うものでございます。 

 第２３条は、国民健康保険税の減額についての規定でございまして、第１項は、

第２条の改正に伴い、第１項中、６３万円を６５万円に、２１万円を２２万円に、

１５万円を１７万円に改めるものでございます。 

この改正による影響ですが、介護納付金が必要ない４０歳未満、６５歳以上の

世帯は、現行の８４万円から８７万円となり、１６世帯が該当となる見込みでご

ざいます。また、介護納付金が必要となる４０歳以上、６５歳未満の世帯は、現

行の９９万円から１０４万円となり、１６世帯が該当する見込みでございます。 

なお、税率は変えておりませんので、限度額に達していない被保険者につきま

しては、影響額はございません。 

次に、２ページを御覧願います。 

第１項第２号、５割法定軽減、第３号、２割法定軽減についてですが、担税力

が低いと認められている被保険者を救済するため、世帯の所得が一定以下の場合

は、応益割の均等割、世帯別平等割について、軽減措置を講ずる制度が設けられ

ております。 

今般の経済動向等を踏まえますと、軽減措置の拡充は必要であるとの判断から、

拡充するものでございまして、第１項第２号中、２９万円を２９万５，０００円

に改め、同項第３号中、５３万５，０００円を５４万５，０００円に改めるもの

で、ございます。 

この軽減措置は、５割軽減、２割軽減を受けることができる世帯の所得額判定

に使用するもので、判定所得は表記の計算式で判定いたします。 

参考までに、令和５年度の国民健康保険税当初課税時で算定したところ、２割

軽減から５割軽減となる世帯は３世帯、新たに２割軽減となる世帯は５世帯該当

するものであり、税額では合計１１万１，８００円の減額となります。 
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以上で説明を終わります。よろしく御審議をお願いいたします。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ３ 号 蘭 越 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ７ 、 議 案 第 ４ 号 蘭 越 町 営 住 宅 管 理 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 北 山 建 設 課 長 。  

 

〇 建 設 課 長（ 北 山 誠 一 ） た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、議 案 第 4号 蘭 越 町 営 住

宅 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

今 回 の 改 正 は 、 町 営 住 宅 の う ち 、 単 独 浄 化 槽 を 設 置 し て い る 住 棟 を 下 水

道 に 接 続 す る こ と に 伴 い 、 住 宅 使 用 料 が 変 更 と な る た め 、 改 正 を お 願 い す

る も の で す 。  

そ れ で は 参 考 資 料 ③ を 御 覧 願 い ま す 。  

新 旧 対 照 表 ２ ペ ー ジ 目 を お 開 き 願 い ま す 。  

別 表 の 上 か ら ６ 段 目 、 ア ン ダ ー ラ イ ン が 改 正 箇 所 と な り ま す 。  

平 成 ８ 年 に 建 設 い た し ま し た 昆 布 Ｂ 団 地 は 、 浄 化 槽 に よ り 汚 水 処 理 を し

て お り ま す が 、 ５ 月 に 下 水 道 に 接 続 す る こ と か ら 、 住 宅 使 用 料 を 再 算 定 し

た 結 果 、 変 更 と な る も の で す 。  

附 則 と し て 、 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 か ら 適 用 す る も の で す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し
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上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ４ 号 蘭 越 町 営 住 宅 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 採

決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ４ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ８ 、 議 案 第 ５ 号 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て

を 議 題 と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 北 山 建 設 課 長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ５ 号 工 事 請 負

契 約 の 締 結 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 事 案 は 、 予 定 価 格 が ５ ， ０ ０ ０ 万 以 上 の 工 事 請 負 契 約 で あ る た め 、 地

方 自 治 法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 金 額

を 定 め た 本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で す 。  

契 約 の 目 的 は 、 農 村 研 修 セ ン タ ー 建 設 建 築 主 体 工 事 で す 。  

契 約 の 方 法 は 指 名 競 争 入 札 で 、 契 約 金 額 は 、 消 費 税 １ ， １ ３ ５ 万 円 を 含

む １ 億 ２ ， ４ ８ ５ 万 円 で す 。  

予 定 工 期 は 令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 横 関 ・ テ ク ノ バ ン ハ ウ ス 経 常 建 設 共 同 企 業 体 、 代 表 者

虻 田 郡 倶 知 安 町 南 １ 条 西 １ 丁 目 １ ５ 番 地 、 横 関 建 設 工 業 株 式 会 社 、 代 表 取

締 役 社 長 柏 谷 匡 胤 氏 で あ り ま す 。  

入 札 に つ き ま し て は 、 契 約 相 手 方 、 横 関 ・ テ ク ノ バ ン ハ ウ ス 経 常 建 設 共
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同 企 業 体 の ほ か に 、 瀬 尾 ・ 菅 原 経 常 建 設 共 同 企 業 体 、 志 比 川 ・ 稲 田 経 常 建

設 共 同 企 業 体 、 白 木 ・ 荒 谷 経 常 建 設 共 同 企 業 体 、 佐 竹 ・ 佐 藤 経 常 建 設 共 同

企 業 体 の 五 つ の 経 常 建 設 共 同 企 業 体 を 指 名 し 、 ４ 月 ２ ６ 日 に 執 行 し て お り

ま す 。  

次 に 、 工 事 の 概 要 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

参 考 資 料 ④ を 御 覧 願 い ま す 。  

１ 枚 目 が 建 物 の 立 面 図 と な り ま す 。 構 造 は 、 木 造 １ 階 建 て 、 屋 根 は ガ ル

バ リ ウ ム 鋼 板 、 外 壁 は 金 属 系 サ イ デ ィ ン グ 仕 上 げ と な り ま す 。  

２ 枚 目 が 平 面 図 と な り ま す 。 延 べ 床 面 積 は ２ ６ ４ ． ９ ９ 平 米 、 室 内 は 集

会 室 、 会 議 室 、 調 理 室 、 ト イ レ 室 で 構 成 さ れ ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ５ 号 工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ５ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 ９ 、 議 案 第 ６ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議 題 と

い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 福 原 住 民 福 祉 課 長 。  

 

〇 住 民 福 祉 課 長 （ 福 原 明 美 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ６ 号 動 産

の 取 得 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 予 定 価 格 が ７ ０ ０ 万 円 以 上 の 動 産 の 取 得 で あ る た め 、 地 方 自 治
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法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 、 ま た 、 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 金 額 を 定 め

た 本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

動 産 の 種 類 は 、 じ ん 芥 収 集 車 １ 台 で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、 随 意 契 約 で 、 取 得 金 額 は 、 消 費 税 １ ７ ９ 万 １ ， ２ ２ ６ 円

を 含 む １ ， ９ ７ ８ 万 ４ ， ８ １ ０ 円 で ご ざ い ま す 。  

納 入 に つ き ま し て は 、 令 和 ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 札 幌 市 中 央 区 北 ４ 条 西 ６ 丁 目 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金

組 合 、 組 合 長 棚 野 孝 夫 氏 と な り ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 の ほ ど お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ６ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ６ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ ０ 、 議 案 第 ７ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議 題

と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 梅 本 教 育 次 長 。  

 

〇 教 育 次 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ７ 号 不 動 産 の

取 得 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 予 定 価 格 が ７ ０ ０ 万 円 以 上 の 動 産 の 取 得 で あ る た め 、 地 方 自 治

法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 金 額 を 定 め

た 本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

不 動 産 の 種 類 は 、 ス ク ー ル バ ス ４ ５ 人 乗 り １ 台 で す 。  
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契 約 の 方 法 は 、 指 名 競 争 入 札 で 、 取 得 金 額 は 消 費 税 ２ ０ ２ 万 ５ ， ５ １ ４

円 を 含 む ２ ， ２ ２ ８ 万 ６ ６ ０ 円 で ご ざ い ま す 。  

納 入 に つ き ま し て は 、 令 和 ７ 年 ３ 月 ２ １ 日 と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 小 樽 市 塩 谷 ２ 丁 目 ２ 番 ３ ３ 号 、 北 海 道 日 野 自 動 車 株 式

会 社 小 樽 支 店 、 支 店 長 は 大 原 和 幸 氏 で ご ざ い ま す 。  

以 上 、 説 明 を 終 わ り ま す 。 御 審 議 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。  

質 疑 あ り ま せ ん か 。  

７ 番 難 波 議 員  

 

〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  ７ 番 で す 。  

予 算 の で す ね 、 額 な ん で す け ど 、 備 品 購 入 費 で ２ ， ５ ３ ０ 万 、 予 算 は 措

置 い る ん で す よ ね 。 予 定 価 格 は わ か り ま せ ん け れ ど も 、 予 定 価 格 、 予 算 よ

り も う ん と 下 が っ た 額 で 発 注 し た の か ど う か ち ょ っ と わ か ん な い ん で す け

ど も 、 非 常 に 予 算 に 対 し て 落 札 が 大 き く 下 が っ て る っ て い う か 、 安 く 買 え

た と い う こ と だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の へ ん ど う な ん で し ょ う か 。 予

定 価 格 が 予 算 額 よ り も 低 く 抑 え ら れ た と 、 そ う い う こ と で 考 え て い い ん で

し ょ う か 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  梅 本 教 育 次 長 。  

 

〇 教 育 次 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  議 員 、 御 指 摘 の と お り 、 予 定 し て お り ま し た 、

予 算 で 見 て お り ま し た 金 額 よ り も 大 き く 金 額 が 下 回 っ た わ け で ご ざ い ま す

け れ ど も 、 指 名 競 争 入 札 に よ り ま し て 、 今 回 実 施 、 入 札 を 実 施 い た し ま し

た の で 、そ れ に よ っ て 金 額 が 下 が っ た と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。設 備 、

予 定 し て い た も の に つ き ま し て は 、予 算 の と き と 変 わ っ て お り ま せ ん の で 、

そ の よ う な 経 過 と い う ふ う に 認 識 し て お り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ７ 番 難 波 議 員 。  

 

〇 ７ 番 （ 難 波 修 二 ）  競 争 に よ っ て 下 が っ た と 、 落 ち た と 、 大 き く 落 ち た

と い う ふ う に 理 解 し ま し た 。  

ち ょ っ と 蛇 足 に な る ん で す け れ ど も 、 一 般 論 と し て 予 定 価 格 を 抑 え る た
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め に ね 、 予 定 し て い る 装 備 を 外 す と か で す ね 、 安 く 買 う た め に と い う 、 そ

う い う こ と よ く あ る ん で す よ ね 。 例 え ば 、 バ ッ ク モ ニ タ ー 欲 し い ん だ け れ

ど も 、 ち ょ っ と 予 算 よ り オ ー バ ー し そ う だ か ら そ れ 外 し ち ゃ お う と い う よ

う な 、 結 局 、 そ の こ と に よ っ て 希 望 す る 装 備 が 整 え ら れ な い 発 注 に な っ ち

ゃ う と い う こ と は 、 よ く あ る こ と な ん で す 。 こ れ は や む を 得 な い 面 も あ る

ん で す け れ ど も 、 結 果 と し て 使 い 勝 手 の あ ま り 良 く な い も の に な っ ち ゃ う

と か で す ね 、 あ る い は 安 全 面 で 必 ず し も 十 分 で な い も の が と い う こ と が 、

多 々 あ る と い う ふ う に 認 識 し て る ん で す け ど も 、 こ れ は 備 品 購 入 だ け じ ゃ

な く て 、 工 事 発 注 な ん か で も 同 じ よ う な こ と が あ る だ ろ う と 、 予 算 上 、 厳

し い か ら 、 こ こ を ち ょ っ と 取 っ 払 っ ち ゃ え っ て い う 、 あ る い は 安 い も の に

変 え よ う と い う 、 私 は や っ ぱ り そ う い う あ た り は 十 分 、 や っ ぱ り 配 慮 を す

べ き じ ゃ な い か な と 。 直 接 こ の 契 約 と は 関 わ ら な い こ と で す け れ ど も 、 是

非 、 発 注 あ る い は 工 事 の 発 注 に つ い て は で す ね 、 担 当 者 が 、 あ る い は こ う

い う も の を 購 入 し た い 、 作 り た い と い う こ と を で す ね 、 是 非 、 叶 え ら れ る

よ う な 、 そ う い う 配 慮 を で す ね 、 十 分 し て ほ し い な と い う ふ う に 思 う ん で

す け れ ど も 、 こ れ 担 当 者 に 言 っ て も し よ う が な い こ と か も わ か り ま せ ん け

れ ど も 、 是 非 、 そ う い う 配 慮 を や っ て い た だ き た い と い う ふ う に 意 見 と し

て 申 し 上 げ た い と 思 い ま す の で 、 答 弁 を い た だ け れ ば あ り が た い と 思 い ま

す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  は い 。 お 答 え い た し ま す 。  

予 算 の 組 み 方 に 、 予 算 組 み は 、 ま ず 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た と お り 、 予

算 の 範 囲 内 で 、 適 正 な 範 囲 内 で 予 算 は 組 ま せ て い た だ き ま す 。 執 行 す る 場

合 に お い て は 、 各 担 当 部 署 の 中 で 執 行 し て い く わ け で ご ざ い ま す け ど も 、

今 、 難 波 議 員 お っ し ゃ っ た と お り の 一 部 あ り ま す け ど も 、 そ の へ ん し っ か

り で す ね 、 内 部 で も 共 通 し て 適 正 に 行 っ て ま い り た い と 考 え て お り ま す の

で 御 理 解 願 い ま す 。 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  よ ろ し い で す か 。  

ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  
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（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ７ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ７ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ １ 、 議 案 第 ８ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議 題

と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 梅 本 教 育 次 長 。  

 

〇 教 育 次 長 （ 梅 本 聖 孝 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ８ 号 動 産 の 取

得 に つ き ま し て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 予 定 価 格 が ７ ０ ０ 万 円 以 上 の 動 産 の 取 得 で あ る た め 、 地 方 自 治

法 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 金 額 を 定 め た

本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。  

動 産 の 種 類 は 、 給 食 配 送 車 １ 台 で ご ざ い ま す 。  

契 約 の 方 法 は 、 随 意 契 約 で 、 取 得 金 額 は 、 消 費 税 ７ ９ 万 ８ ， ３ ０ ０ 円 を

含 め ま し て 、 ８ ７ ３ 万 １ ， ３ ０ ０ 円 で ご ざ い ま す 。  

納 入 は 令 和 ７ 年 ３ 月 ２ １ 日 と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 虻 田 郡 倶 知 安 町 字 高 砂 ９ ９ 番 １ 号 、 ト ヨ タ カ ロ ー ラ 札

幌 株 式 会 社 倶 知 安 店 、 店 長 田 村 英 司 氏 で ご ざ い ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 御 審 議 の ほ ど よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ８ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  
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お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ８ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ ２ 、 議 案 第 ９ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議 題

と い た し ま す 。  

 提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

 北 山 建 設 課 長 。  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 ９ 号 動 産 の 取

得 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 予 定 価 格 が ７ ０ ０ 万 円 以 上 の 動 産 の 取 得 で あ る た め 、 地 方 自 治

法 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 金 額 を 定 め

た 本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で あ り ま す 。  

動 産 の 種 類 は 、 ホ イ ー ル 式 油 圧 シ ョ ベ ル １ 台 で す 。  

契 約 の 方 法 は 、 随 意 契 約 で 、 取 得 金 額 は 、 消 費 税 ２ ４ ６ 万 円 を 含 む ２ ，

７ ０ ６ 万 円 で あ り ま す 。  

納 入 に つ き ま し て は 、 令 和 ６ 年 ７ 月 ２ ０ 日 ま で と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 札 幌 市 中 央 区 北 ４ 条 西 ６ 丁 目 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金

組 合 、 組 合 長 棚 野 孝 夫 氏 で あ り ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 ９ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  
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（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 ９ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ ３ 、 議 案 第 １ ０ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 議

題 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

北 山 建 設 課 長  

 

〇 建 設 課 長 （ 北 山 誠 一 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 １ ０ 号 動 産 の

取 得 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 予 定 価 格 が ７ ０ ０ 万 円 以 上 の 動 産 の 取 得 で あ る た め 、 地 方 自 治

法 及 び 本 町 の 条 例 に 基 づ き 、 議 会 の 議 決 を お 願 い す る も の で あ り ま す 。  

動 産 の 種 類 は 、 小 型 ロ ー タ リ ー 除 雪 車 １ 台 で す 。  

契 約 の 方 法 は 、 随 意 契 約 で 、 取 得 金 額 は 消 費 税 １ ３ ２ 万 円 を 含 む １ ， ４

５ ２ 万 円 で あ り ま す 。  

納 入 に つ き ま し て は 、 令 和 ６ 年 １ １ 月 ２ ９ 日 ま で と し て お り ま す 。  

契 約 の 相 手 方 は 、 札 幌 市 中 央 区 北 ４ 条 西 ６ 丁 目 、 北 海 道 市 町 村 備 荒 資 金

組 合 、 組 合 長 棚 野 孝 夫 氏 で あ り ま す 。  

以 上 で 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ ０ 号 動 産 の 取 得 に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ ０ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  
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○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  日 程 第 １ ４ 、 議 案 第 １ １ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会

計 補 正 予 算 に つ い て を 議 題 題 と い た し ま す 。  

提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

渡 辺 総 務 課 長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 渡 辺 貢 ）  ただいま上程されました、議案第１１号令和６年度蘭

越町一般会計補正予算第１号につきまして、御説明申し上げます。 

現在、この会計の予算の総額は７４億５，５００万円で、歳入歳出それぞれ５，

０３３万２，０００円を追加し、７５億５３３万２，０００円とするものです。 

また、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正によるものです。 

それでは、事項別明細書の歳出から御説明いたします。６ページを御覧願いま

す。 

２款総務費 １項総務管理費 ４目財産管理費、補正額３５７万５，０００円。

１０需用費３５７万５，０００円。修繕料で、本町の大湯沼から雪秩父ほか３施

設へ引き込みしております温泉配管が、バルブの劣化と配管結合部の損傷により

お湯が流出し、一定の湯量が供給できないため、給湯バルブの取替ほか、配管の

修理費用をお願いするものです。 

１５目気候変動対策貝の館費、補正額３，９２７万円。特定財源の国道支出金

３，９２７万円は、エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金で、本町の

再エネ設備の導入調査検討に当たって、３月２９日、経済産業省から交付内示を

受けましたので、補正をお願いするものです。１２委託料３，９２７万円。蘭越

町再エネ設備導入可能性調査等事業委託料で、庁舎周辺、公共施設群のマイクロ

グリッド化の事業化に向けた詳細検討を継続するとともに、幽泉閣における太陽

光発電の導入可能性に向けた実証事業に取り組むものです。 

６款農林産業費 １項農業費 ３目農業振興費、補正額１９２万５，０００円。

特定財源の国道支出金１９２万５，０００円は、エネルギー構造高度化・転換理

解促進事業補助金で、らんこし米を中心とする農産物のブランド力向上や、販路

拡大に向けた取組などを検討するに当たって、３月２９日、経済産業省から交付

内示を受けましたので補正をお願いするものです。１２委託料１９２万５，００

０円。らんこし米ブランド化販路拡大業務委託料で、蘭越町地域ブランド確立検

討委員会を設置、開催し、らんこし米など農産物の販路拡大に向けたテストマー

ケティングや、スマート農業、農業ＤＸ等を調査・検討し、中長期的なブランド

力と、生産者の所得向上を図るものです。 
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７款商工費 １項商工費 ３目街の茶屋費、補正額１７万９，０００円。１０

需用費１７万９，０００円。修繕料で、町の茶屋のガス給湯器が経年劣化による

故障のため、交換修理をお願いするものです。 

４目観光費、補正額９９万円。１０需用費９９万円。消耗品費で、昨年、町の

試験栽培で収穫しました酒米の山田錦・五百万石を使用して製造しました日本酒

につきまして、観光ＰＲや各種イベントで活用するため、販売元になります幽泉

閣から日本酒３３０本を購入するものです。 

５目交流促進センター雪秩父費、補正額９１万５，０００円。１０需用費９１

万５，０００円。修繕料で、雪秩父の浄化槽制御用表示板及び自動火災報知機が

故障したため、機器の交換修理をお願いするものです。 

１０款教育費 １項教育総務費 ２目事務局費、補正額３０万円。１８負担金

補助及び交付金３０万円。次のページになります。昆布小学校開校１２０周年事

業補助金で、今年度開校１２０年を迎えるに当たり、記念行事及び各種事業の実

施に当たって、昆布小学校から助成要望がありましたので、補正をお願いするも

のです。 

１０款教育費 ５項保健体育費 ２目体育施設費、補正額３１７万８，０００

円。特定財源その他２０４万６，０００円は、建物災害共済金です。１０需用費

３１７万８，０００円。修繕料で、昨年秋の落雷により、野球場スコアボードの

基盤装置が破損し、その修理費用に２０４万６，０００円。また、経年劣化によ

る動作不良で、得点表示板の基盤修理として８２万５，０００円、またライト側

スタンドフェンスの支柱１３本が腐食により破断したため、その修理費用に３０

万７，０００円の補正をお願いするものです。 

つづきまして、歳入に戻ります。５ページを御覧願います。 

１６款国庫支出金は、説明を省略いたします。 

２１款繰越金 １項繰越金 １目繰越金、補正額７０９万１，０００円。１繰

越金７０９万１，０００円。前年度繰越繰越金です。 

２２款諸収入は、説明を省略いたします。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議いただきますようお願い申し上げま

す。 

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  こ れ を も っ て 提 案 理 由 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

こ れ よ り 質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

３ 番 淀 谷 議 員 。  

 

○ ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  3番 淀 谷 で す 。  



- 27 - 

 

歳 出 で ち ょ っ と お 伺 い し た い ん で す け れ ど も 、 気 候 変 動 対 策 の 貝 の 館 費

の 部 分 で 、 蘭 越 町 再 生 エ ネ ル ギ ー 設 備 導 入 可 能 性 調 査 等 の 事 業 委 託 料 と い

う こ と で 、 補 正 で 計 上 さ れ て お り ま す 。 こ の 部 分 に つ い て は 、 昨 年 度 か ら

そ の 公 共 施 設 の 周 り の マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 の 可 能 性 の 調 査 と い う こ と で お

伺 い し て お り ま し た 。 な ぜ 、 そ の 部 分 で 今 回 、 補 正 と い う こ と で 計 上 さ れ

て い る の か 。 ま た 、 な ぜ 、 当 初 予 算 で こ れ を 計 上 で き な か っ た 、 理 由 に つ

い て ち ょ っ と お 伺 い し た い と 思 い ま す 。  

そ れ と 、 こ の 業 者 選 定 に 当 た っ て 、 ど の よ う な 方 法 を 考 え て い る の か 、

そ の ２ 点 に つ い て お 伺 い し た い と 思 い ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  今 野 総 務 課 参 事 。  

 

○ 総 務 課 参 事 （ 今 野 満 ）  た だ い ま の 淀 谷 議 員 の 御 質 問 に お 答 え い た し ま

す 。  

こ ち ら の 公 共 施 設 群 の マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 の 調 査 に つ き ま し て は 、 昨 年

度 は で す ね 、 マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 の 可 能 性 の 調 査 と い う こ と で 実 施 さ せ て

い た だ い て お り ま し て 、 昨 年 度 の 調 査 結 果 で 、 マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 の 実 現

性 の 可 能 性 が 高 い と い う こ と で 、 今 年 度 改 め て で す ね 、 事 業 化 の 実 現 に 向

け た 検 討 調 査 と い う の を 実 施 さ せ て い た だ く こ と で 予 算 計 上 し て お り ま す 。 

ま た 、 当 初 予 算 で 計 上 し な か っ た 理 由 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 昨 年 度 、

予 算 編 成 段 階 に 、 予 算 編 成 後 に で す ね 、 国 の 応 募 申 請 と い う の が あ る ん で

す け れ ど 、 ２ 月 に こ ち ら の ほ う 応 募 し て お り ま し て 、 町 の ほ う で は 、 当 初

６ ，０ ０ ０ 万 の 事 業 と い う こ と で 希 望 し て 、応 募 し て い た ん で す け れ ど も 、

先 ほ ど 総 務 課 長 の ほ う か ら 回 答 が あ っ た と お り 、 ３ 月 ２ ７ 日 に で す ね 、 採

択 額 が 内 示 な り ま し て 、 事 業 費 が 、 事 業 に 要 す る 経 費 と い う こ と で 、 ４ ，

１ １ ９ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 、 こ ち ら で 採 択 決 定 さ れ た と こ ろ で す 。  

そ れ に 伴 い ま し て 、 事 業 費 の 中 身 を 精 査 す る と い う こ と を 実 施 し た こ と

か ら で す ね 、 今 回 、 補 正 予 算 で 計 上 さ せ て い た だ い た と こ ろ で す 。  

ま た 、 事 業 者 の 選 定 に 当 た り ま し て は 、 た だ い ま で す ね 、 昨 年 度 の と き

か ら の 事 業 の 流 れ も ご ざ い ま す の で 、 昨 年 度 、 委 託 調 査 を 、 事 業 の 受 託 者

で あ り ま す で す ね 、事 業 者 に で す ね 、指 名 選 考 委 員 会 に お 諮 り し て で す ね 、

１ 社 で ち ょ っ と 事 業 の ほ う を 、 １ 社 の ほ う を 考 え て 、 今 、 進 め て い る と こ

ろ で す の で 、 御 理 解 を お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ３ 番 淀 谷 議 員 。  
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○ ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  わ か り ま し た 。  

当 初 ６ ，０ ０ ０ 万 と い う こ と で あ っ た ん で す け ど も 、そ の 部 分 で 町 が ６ ，

０ ０ ０ 万 を 予 定 し て た と 。 し か し 、 こ れ が 新 年 度 で や る と い う こ と で あ れ

ば 、や は り 新 年 度 予 算 に 計 上 す べ き で あ っ た ん じ ゃ な い の か な と 思 い ま す 。 

や は り 、 そ う で な け れ ば 、 補 助 金 が つ か な け れ ば や ら な い の か と い う こ

と に も 受 け 止 め ら れ る ん で す よ ね 。 今 の 答 弁 で な れ ば 。 い や 、 あ る 程 度 や

る っ て い う 、 去 年 の 実 施 、 そ の マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 っ て 可 能 だ と い う こ と

が わ か っ た 段 階 で す の で 、 や は り 、 そ れ で あ れ ば 、 新 年 度 で こ う い う 事 業

を や り た い ん で す 、 継 続 で こ の 事 業 を 、 実 証 実 験 を や り た い ん だ っ て い う

こ と を 、 や は り 、 計 上 す べ き だ と い う ふ う に 思 い ま す 。  

そ の 中 で 、 補 助 金 の あ れ が あ れ ば 、 こ う い う 補 正 で 減 額 と い う の は あ る

ん で は な い の か な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

そ れ と 、 今 、 業 者 の 選 定 と い う こ と で 、 昨 年 、 や っ た 業 者 １ 社 っ て い う

こ と で ま だ 決 ま っ て な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 の 答 弁 の 中 で は 、 そ の

業 者 に 選 定 し た い と い う よ う な お 考 え で い る と 。 そ れ は 選 考 委 員 会 で か け

る の か な と 思 う ん で す け ど も 、 こ の 最 近 、 こ の エ ネ ル ギ ー 問 題 の 中 で 、 管

内 で も 問 題 が 起 き て て 、 何 て 言 う の か な 。 住 民 監 査 請 求 と か い ろ い ろ 出 て

き て い る と こ ろ も あ っ て 、 や は り 、 そ の 特 定 の そ の １ 社 が や っ た か ら 、 特

定 の １ 社 に 継 続 し て や る ん じ ゃ な く て 、 や は り 、 新 た な 部 分 も あ る の か な

と 思 い ま す の で 、 も う 少 し 検 討 す べ き こ と が あ る ん じ ゃ な い の か な と 思 う

ん で す 。 や は り 、 ま た 継 続 し て 、 も う 決 ま っ た よ う な 感 じ で あ っ て 、 な ん

か 周 り か ら 見 る と 、 あ れ 、 も う 決 ま っ て る の か 。 そ う じ ゃ な い と 思 う ん で

す よ ね 。 ま だ 。 選 考 委 員 会 ま だ か け て な い と 。 希 望 と し て は そ う い う ふ う

に 思 っ て る の か も し れ な い け ど も 、 や は り そ う い う 疑 わ し い こ と が な い よ

う な 選 定 と い う か 、 そ う い う 方 法 を し た ほ う が 良 い の で は な い か と 思 う ん

で す が 、 ど う で し ょ う か 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  今 野 総 務 課 参 事 。  

 マ ス ク 外 し て く だ さ い 。  

 

○ 総 務 課 参 事 （ 今 野 満 ）  た だ い ま の 淀 谷 議 員 の 再 質 問 に お 答 え い た し ま

す 。  

本 来 、 町 が 進 め る べ き 事 業 な ん で 、 当 初 予 算 か ら 計 上 し た ほ う が よ ろ し

い の で は な い か っ て い う 御 質 問 な ん で す け れ ど も 、今 年 度 に つ き ま し て は 、
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補 正 予 算 の ほ う で 計 上 さ せ て い た だ い た ん で す け れ ど も 、 次 年 度 以 降 で す

ね 、 引 き 続 き 、 エ ネ ル ギ ー の 省 エ ネ と か で す ね 、 新 エ ネ の 導 入 に 当 た っ て

で す ね 、 予 算 要 望 し て い く と き に は で す ね 、 そ の 点 も 踏 ま え て で す ね 、 内

部 で 検 討 し て い き た い と 思 い ま す の で 、 御 了 解 を お 願 い い た し ま す 。  

ま た 、 業 者 選 定 の 関 係 に つ き ま し て も 、 管 内 で い ろ い ろ 報 道 が な さ れ て

い る こ と は 十 分 承 知 し て お り ま す の で 、 そ ち ら に つ き ま し て も で す ね 、 ち

ょ っ と で す ね 、 内 部 で 検 討 し て 、 ど の よ う な 方 法 が い い か 、 ま た 検 討 し て

ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 御 理 解 を お 願 い い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ３ 番 淀 谷 議 員 。  

 

○ ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  わ か り ま し た 。 よ ろ し く お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

や は り 、 そ の 継 続 的 な 事 業 と い う こ と で あ れ ば 、 や っ ぱ り 当 初 予 算 に 計

上 し て い く べ き だ と い う ふ う に 思 っ て お り ま し て 、 昨 年 度 も 、 同 じ よ う な

こ の 太 陽 光 関 係 の 再 エ ネ の 部 分 に つ い て 、 や は り 当 初 予 算 じ ゃ な く て 、 ６

月 か な 、 ７ ， ０ ０ ０ 万 ぐ ら い の 事 業 で 補 正 が 上 が っ た と い う こ と で 、 そ の

と き に も こ の よ う な 問 題 が 言 わ れ た と 思 っ て お り ま す の で 、 や は り 、 そ の

部 分 で も う 少 し 、 継 続 的 で あ れ ば お 願 い し た い と 、 当 初 予 算 に 計 上 し て い

た だ け れ ば な と 、 そ の 中 で 、 町 の 方 針 が わ か る と 、 次 年 度 に と い う ふ う に

思 い ま す 。  

そ れ と 、 業 者 な ん で す け ど も 、 １ 社 こ う な っ て て 、 や は り 、 管 内 で 問 題

に な っ て て 、 何 も な い と 思 う ん で す け ど も 、 や は り 、 疑 わ れ る よ う な こ と

が あ っ て は い け な い と 思 い ま す の で 、 内 部 で 十 分 、 検 討 し て い た だ き た い

と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  淀 谷 議 員 の 御 質 問 に お 答 え し ま す 。  

今 年 度 、 私 の 執 行 方 針 の 中 で 、 こ の 部 分 に つ い て は 述 べ さ せ て い た だ い

て お り ま す 。 そ れ は 議 員 、 見 て い た だ け れ ば わ か る と 思 い ま す が 、 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 に つ い て は 、 昨 年 度 の 調 査 を 踏 ま え て 、 今 年 度 に お い

て は 、 再 エ ネ 導 入 の 効 果 が 高 い 蘭 越 町 交 流 促 進 セ ン タ ー 幽 泉 閣 お け る 次 世

代 型 の 太 陽 光 発 電 の 導 入 効 果 検 証 と 、 公 共 施 設 群 の マ イ ク ロ グ リ ッ ド 化 の

事 業 化 に 向 け た 詳 細 調 査 に つ い て 、 産 業 経 済 省 の 補 助 事 業 を 検 討 し な が ら

実 施 を 目 指 し て ま い り ま す と い う こ と で 執 行 方 針 で う た っ て お り ま す 。 で
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す か ら 、 事 業 や る と い う も の は 、 議 員 お っ し ゃ っ て る 部 分 か ら い う と 、 や

っ ぱ り 財 源 が な い と 、 そ の 部 分 が や っ ぱ り な か な か 進 め て い け な い と い う

部 分 も あ り ま す の で 、 私 と し て は 、 こ の ３ ， ０ ０ ０ 万 と い う 、 そ れ を 単 独

事 業 で 持 っ て っ て で き る か っ て い う 、 そ の 部 分 は や は り 、 国 の い ろ ん な 交

付 金 事 業 を 基 に や っ て い か な い と な か な か 難 し い ん で は な い か 、 こ れ や っ

ぱ り 調 査 で す か ら 。 そ う い う よ う な 考 え 方 の も と で 、 今 回 、 執 行 方 針 の 中

で も う た わ さ せ て い た だ い た し 、 そ の 部 分 で 内 示 を い た だ い た ん で 、 今 回

補 正 予 算 で 対 応 さ せ て い た だ い た と い う 部 分 で 御 理 解 を い た だ け れ ば と い

う ふ う に 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ３ 番 淀 谷 議 員 。  

 

〇 ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  は い 。 今 、 町 長 の ほ う か ら 答 弁 あ り ま し た よ う に 、 執

行 方 針 の 中 で そ の よ う に し て 、 経 済 産 業 省 の そ れ が 内 定 し て か ら と 、 い ろ

ん な 事 業 に あ っ て も 、や は り 補 助 金 っ て い う の は 、そ の 場 で わ か ら な い と 、

や は り 、 当 初 か ら 、 わ か ら な い け ど も こ う い う 事 業 を や り た い と い う こ と

で 予 算 計 上 す る わ け で あ り ま す 。 や は り 、 そ の 執 行 方 針 で あ る 、 町 長 の 答

弁 で あ る ん で あ れ ば 、 や は り 、 当 初 予 算 に そ れ を 計 上 し て 、 や は り 、 皆 さ

ん の ほ う に 、 そ う い う よ う な 訴 え 、 こ う い う こ と を や り た い ん だ と い う こ

と を 示 し て い く こ と が よ ろ し い ん じ ゃ な い か な と 思 い ま す 。 町 長 の 言 っ て

る こ と も わ か り ま す 。 財 源 、 何 を や る の に も 財 源 必 要 な ん で す 。 し か し 、

い ろ ん な 事 業 に お い て も 、 財 源 が 決 ま っ て る わ け じ ゃ な く て 、 あ る 程 度 、

こ う い う 当 初 か ら 、 こ れ を 、 補 助 金 が あ る か ら と い う こ と で 予 算 計 上 し て

使 っ た か わ か ら な い ん で す け ど 、 同 じ だ と 思 う ん で す 。 や は り 、 町 長 が こ

う い う こ と を や り た い と 、今 回 の 再 エ ネ の そ う い う 事 業 に 対 し て 、や は り 、

当 初 予 算 、 執 行 方 針 に い わ れ て い る け ど も 、 予 算 、 そ し て 今 、 こ う い う こ

と で 、 さ っ き 町 長 言 わ れ た よ う に 、 産 業 省 の ほ う に こ の 部 分 で あ げ る と 、

そ う い う 方 針 の ほ う が よ ろ し い ん じ ゃ な い の か な と 思 い ま す 。 と 、 思 う ん

で す が 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  御 質 問 に お 答 え し ま す 。  

当 初 予 算 に 載 せ る と い う こ と は 、 補 助 金 が あ る 程 度 確 定 し た 部 分 を 見 越

し て で す ね 、 載 せ な い と 、 今 、 言 っ た と お り 、 補 助 金 も 当 初 ６ ， ０ ０ ０ 万
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を 要 望 し て た 部 分 が ７ 割 の 約 ３ ，０ ０ ０ 万 っ て い う ふ う に な っ た わ け で す 。

そ う な る と 、 当 初 予 算 で 議 員 が お っ し ゃ る と お り 、 や り た い と い う も の を

載 せ て 、 結 果 的 に は 減 額 も し て 、 こ う い う か た ち に な っ た と い う ふ う に 、

部 分 を で す ね 、 あ の 、 や は り 、 私 は 財 源 と い う も の も き ち っ と 確 保 し な が

ら 事 業 を や っ て い か な か っ た ら な ら な い ん で は な い か な と い う ふ う に は 思

っ て ま す 。 で す か ら 、 今 回 の い ろ ん な 事 業 の 部 分 の 中 で も 、 旧 診 療 所 の 解

体 、 そ う い う 部 分 の 中 で も 、 あ る 程 度 、 財 源 の め ど が 立 っ て 、 そ の 分 の 措

置 が あ る か ら 事 業 実 施 し た い っ て い う の も 、 こ れ も や っ ぱ り 行 政 を 推 進 し

て い く 部 分 の 中 で は や り た い だ け で は 、 私 は な か な か 財 源 確 保 が な い と で

き な い 部 分 が あ る と い う こ と も 御 理 解 願 い た い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  最 後 。 ３ 番 淀 谷 議 員 。  

 

〇 ３ 番 （ 淀 谷 融 ）  い や 、 町 長 の 答 弁 は わ か り ま す 。  

し か し 、 財 源 が な く て も や ら な き ゃ な ら な い と き に は 、 や は り や ら な き

ゃ な ら な い と い う こ と も あ り ま す 。 や は り 、 そ の へ ん の 部 分 は 財 源 も 大 変

重 要 で あ り ま す け れ ど も 、 や は り そ の 部 分 で な く て も や ら な け れ ば な ら な

い 部 分 も あ り ま す の で 、 そ の へ ん は よ く わ か り ま す 。 ま た 、 今 、 言 わ れ た

よ う に 、 当 初 、 執 行 部 の ほ う で は 、 執 行 部 や 担 当 の ほ う は ６ ， ０ ０ ０ 万 と

い う こ と で 上 げ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 や は り 、 こ れ は 先 ほ ど 言 っ

た よ う に 、 こ の 申 請 と い う の は ２ 月 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 ２ 月 で １ か

月 ぐ ら い の 部 分 で 、 こ の 回 答 っ て い う 部 分 で く る と い う 部 分 が あ り ま す 。

だ か ら 、 ６ ， ０ ０ ０ 万 、 そ の ２ 月 に 、 そ し た ら ６ ， ０ ０ ０ 万 の 申 請 を さ れ

た の か 、 言 っ ち ゃ っ た ら あ れ な ん で す け ど も 、 ６ ， ０ ０ ０ 万 の 申 請 を さ れ

て 、 そ の う ち の 半 分 と い う か ３ ， ０ ０ ０ 万 つ い た の か な と い う ふ う に 思 う

ん で す け れ ど も 、 そ う い う 部 分 で 精 査 さ れ て い る の か な と 思 い ま す 。 そ う

い う こ と で 、い ろ い ろ 財 源 も あ る ん で す け れ ど も 、や は り こ う い う こ と で 、

ゼ ロ カ ー ボ ン に 向 け て 、 町 は こ う い う こ と を 進 め て い き た い ん だ と い う あ

れ ば 、 や は り 、 そ の 部 分 で も う 少 し あ る 程 度 、 執 行 し て い か れ た ほ う が よ

ろ し い の か な と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  金 町 長 。  

 

〇 町 長 （ 金 秀 行 ）  お 答 え し ま す 。  

こ の 事 業 に つ い て は 、 当 初 、 申 請 を し て 、 国 か ら い ろ ん な 各 市 町 村 か ら
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事 業 量 が 多 か っ た と い う 部 分 の 中 で 、 当 町 は 約 ７ 割 ぐ ら い の 交 付 金 に な っ

た と い う ふ う に 伺 っ て ま す 。 い ろ ん な 町 村 が あ っ て 、 採 択 に な ら な い と こ

ろ と か 、 そ れ と か 何 割 と か 、 そ う い う よ う な と こ ろ も あ っ た っ て い う よ う

な こ と は 伺 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す が 、議 員 お っ し ゃ る と お り 、い や 、

私 も 必 要 な 部 分 、 や ら な け れ ば な ら な い と こ は 財 源 を 必 ず 確 保 し な く て も

や る と い う 、 そ の 気 持 ち は あ り ま す 。 た だ 、 こ う い う 事 業 と い う の は 、 継

続 性 も あ る の で 、 国 の 交 付 金 を き ち っ と 活 用 し て 、 そ し て こ れ か ら マ イ ク

ロ グ リ ッ ド っ て い う 、 ま だ ま だ 数 年 か か っ て 、 こ の 役 場 庁 舎 周 辺 も 含 め た

事 業 展 開 を 図 っ て い か な か っ た ら な ら な い と い う よ う な こ と も 考 え て お り

ま す の で 、 十 分 そ の へ ん の と こ ろ は 、 検 討 し な が ら 進 め て ま い り ま す の で

御 理 解 を 願 い た い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

 

○ 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  ほ か に 質 疑 あ り ま せ ん か 。  

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

こ れ よ り 討 論 を 行 い ま す 。 討 論 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

討 論 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も っ て 討 論 を 終 了 い た し ま す 。  

こ れ よ り 、 議 案 第 １ １ 号 令 和 ６ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 補 正 予 算 を 採 決 い た

し ま す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

本 案 は 原 案 の と お り 決 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。  

（ 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り ）  

異 議 な し と 認 め ま す 。  

よ っ て 、 議 案 第 １ １ 号 は 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

 

〇 議 長 （ 熊 谷 雅 幸 ）  以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は、全

部終了いたしました。 

これにて、令和６年第２回蘭越町議会臨時会を閉会いたします。 

 

午前１１時２６分 閉会 


